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児童期におけるball bouncingおよびdribbling

　　　の経年的発達と運動様式の練習効果

Effects and Motor Pattern Development on selected

Measurements of Ball Bouncing and Dribbling

in Elementary School Boys and Girls.

　はじめに

　動作の発達について古くはＲ.WildのThrow-

ing patternの発達の報告がみうけられるが,従来

の多くの研究では，これらの発達の様相は量的に

把握され，年齢別のパフォーマンスとして求めら

れていることが多い。

　松田(11)も，基礎運動技能(Fundamental Motor

Ski11)の発達の様相を把握する方法として，年齢

別の通過率や年齢別のパフォーマンスの平均を求

める２つのタイプをあげている。

　しかし，運動の発達を量的な成果として処理す

るよりも，質的な過程としてとらえ，基礎運動技

能の発達との関連で生ずる運動様式(Ｍｏtｏｒ

Pattern)の変化を明確にしようとする試み(13) (14)

(15)(25)(20)(22)が行なわれてきている。

　すなわち，パフォーマンスや得点を産み出した

実際の運動における動作の変化を調べることが必

要とされる

　なかでも，幼児期の運動技能の発達や調整力に

関する研究的(19)(18(22)(29(4)(1)(6)は多く行なわれてきて

いるが，児童期についてはあまり見受けられない。

(7)(8)(5)(10)(31これは,幼少年期を一貫してPhysical

Resourcesとしての調整系能力の発達の解明にダ

イレクトに迫る研究の必要性を認めつつも研究方

法上の困難さから出力系の能力の研究に比較して

立遅れている(8)ことを示唆している。

　さらに，児童期における体育の運動学習の適時

　　　　　　　　　　(昭和58年１月10日受理)

性や順次性は発達に応じた指導を考慮した上で実

施されるべきであろうご(9)

　そこで，本研究では，観察的評価が比較的容易

なball bouncingとdribblingをとりあげ，その動

作をシネマトグラフィーによって撮影し，パフォ

ーマンスの経年的変化と動作様式の成熟過程を明

らかにすると同時に，意図的なボール操作運動を

一定期間に亘って行なった場合の練習効果をみる

ことを目的とした。

　研究方法

１．被検者

　豊明市立Ｓ小学校１年生～６年生　男女計96名

を無作為抽出した。

　実験群は各学年男女５名すつ計60名とし，統制

群は各学年男女３名ずつ計36名とした。

２．実験期日　1980年５月上旬～７月上旬

　16mm撮影は実験群がトレーニング前後の２回と，

その間ほぼ一定の期日をはさんで２回，計４回行

なった。

　統制群は実験群のトレーｅング前後と同じ期日

に２回撮影を行なった。（図１）

３．実験方法

　図２はball bouncingとdribblingの測定方法と16

mmフィルムの撮影条件を示したものである。

　(1) ball bouncing……直径１ｍの円内で「円か

ら出ないで，できるだけ多く」と指示し，20秒間

ボールをつかせ，その回数を２回測定した。
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Fig. 2 Measurements of ball bouncing

times and dribbling times on

experimental and control group

during training period.

　これと同時に，側方からball bouncingの動作を

Bolex. Cine Camera　(32fps)により撮影した。

　(2) dribbling……スポーツテストのジグザグド

リブルを後半にとり入れ，前半は直線のコースを

設けた。

　このコースを図２のＳ→Ｇの順に走らせ，この

時のタイムを測定した。

　撮影は直線でのdribbling動作を側方から行なっ

た。

　（3）トレーｅング効果……統制群法を用い，実

験群には２ヶ月間にわたり，１日10～15分程度の

ボール操作運動を行なわせた。

　統制群は，特別に意図的な練習は行なわなかっ

た。

　（4）フィルム分析によるMotor Patternの類型

化……ＮａＣフィルムモーションアナライザーを用

いて，代表的と思われる数人の動作をトレースし

た。

　これにより，頭，手，腕，上体，脚などの動き

を中心に観察評価のカテゴリーを作成し, Motor

Pattern (以下Pattern)の類型化を行なった。

　結　　　果

　1 . ball bouncing回数およびdribblingタイムの

経年的変化

　図３および図４は,第１回目の実験におけるball

bouncing回数およびdribblingタイムの平均と標準

偏差を経年的に示したものである。 ball bouncing

回数は，学年が進むにつれてほぼ増加する傾向が

みられた。

　dribblingタイムは，学年が進むにつれてそのタ

イムは短縮される傾向にあった。

Fig. 3 Changes in ball bouncing

times at succesive year

level from 7 to 12.

　２．実験群におけるball bouncing回数とdribb-

lingタイムの２ヶ月間にわたる練習効果

　図５は，実験群の２ヶ月間にわたる練習期間

のball bouncing回数の変化を表わしたものであ
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1,2,3年生のタイムの短縮の度合が大きく，

そのばらつきの度合も大きかった。

４年生以上ではタイムの短縮の度合が小さく，そ

のばらつきの度合も小さかった。

る。

　2,3,4年生の男女のball bouncing回数はほ

ぼ増加する傾向がみられた。

　しかし，１年生ではその増加の傾向はみられな

かった。また，５年生の女子および６年生の男女

では練習後に回数の減少がみられた。

図６は，実験群の２ヶ月間にわたる練習期間にお

けるdribblingタイムの変化を表わしたものである。

Fig. 5 Changes in ball bouncing times

at succesive year level from

7 to 12 durring two month

training period. (Experimental Group)

Fig. 6 Changes in dribbling time at

succesive year level from 7 to

12 during two month training

period. (Experimental Group)

　3 . ball bouncingおよびdribblingのmotor

patternの類型化

　１年生から６年生までの男女児童のball bounc-

ｉｎｇおよびdribblingの動作にはさまざまな様式が

みられたが16inmフィルムからトレースされた

motor pattern （以下パターン）の観察評価のため

のカテゴリーを作成した。ball bouncingのカテゴ

リーは，宮丸ら㈲およびM. Wild
Ｍ
らの観察評価

を参考にし, dribblingは，J. Ｇ. Hayによるバ

スケットボールの動作分析結果を参考にして作成

したものが表１，表２である。

　この表をもとにして, ball bouncingとdribbling

を類型化した結果，それぞれ５つの典型的な発

達パターンに分類することができた。（図７，

図8）

　ball bouncingおよびdribblingの５つのパターン

におけるパフォーマンスは，パターンエからＶへ
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Fig. 4 Changes in dribbling time

at succesive year level

from 7 to 12.
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Table. 1 Motor patterns of ball

bouncing determined from

selected motor movement

categories.

Table. 2 Motor patterns of dribbling

determined from selected

movement categories.

と変わるに従ってその向上がみられた。また,ball

bouncingのパターンＩ～Ｖと, dribblingのパター

ンＩ～Ｖとの相関を求めたところ，ほぼ統計的に

有意な相関が得られた。

　４．類型化されたmotor patternの練習による

変容

　図９，図10は類型化された典型的な５つのパタ
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Fig. 7 Typical motor pattern of

ball bouncing.
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－ンの練習前と練習後の変容を実験群と統制群に

ついて示したものである。

　ball bouncingについてみると，統制群では全体

の28.1%の児童にパターンの改善がみられた。し

かし，全体の12.5%の児童はパターンが１つ下の

段階へ移行した。

　実験群では，全体の75％の児童にパターンの改

善が認められ，統制群と比較して動作の面で大き

な伸びがみられた。

　一方, dribblingについてみてみると，統制群で

は全体の35.5%の児童にパターンの改善が認めら

れた。しかし，全体の19.4%の児童はパターンが

１つ下の段階へ移行した。

Fig. 9 Changes of ball bouncing patterns

of pre-test and post-test in

Experimental and control group.

Fig. 10 Changes of dribbling patterns

from first experiment to forth

experiment in experimental

and control group.
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Fig. 8 Typical motor pattern of

dribbling.
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　実験群では，全体の63.3%の児童にパターンの

改善が認められ，統制群と比較して動作の面で大

きな伸びがみられた。

　考　　　察

　1 . ball bouncingとdribblingタイムの経年的変

化

　第１回目の実験によるball bouncing回数の各学

年の平均値は，男子が１年生の32.5回から４年生

の52.6回の範囲であった。

　女子では，１年生の37.3回から４年生の52.6回

の範囲であった。

　経年的増加は，１年生から４年生にあらわれて

いたが，高学年は男女ともに４年生より劣ってい

た。同様に, dribblingタイムの各学年の平均値は，

男子が１年生の39.1秒から６年生の14.1秒の範囲

であった。女子は，１年生の38.4秒から，６年生

の14.6秒の範囲であり，ほぼ経年的にタイムが短

縮される傾向がみられた。しかし，５年生におい

てはその傾向はみられなかった。

　このように, ball bouncingおよびdribblingタイ

ムが高学年においてばらつきがみられたのは，被

検者のサンプリングによるものではないかと推測

される。

　２．実験群におけるball boｕｎｃｉｎｇ回数とdribb-

lingタイムの練習効果

　ball bouncing回数は，１回目から４回目までの

実験を通してその増加がみられた。

　しかし，２回目に１年生女子，３回目に３年生

男子および６年生男子，女子に回数の減少がみら

れた。これは，１年生から３年生にとって20秒間

のball bouncingは筋持久力的な運動であり，回数

の減少の原因になったと思われる。また，高学年

の同様な減少については, ball bouncingがこの学

年の児童にとって単純で容易な運動であるため，

回を重ねるに従って興味が減少した結果と考えら

れる。

　一方, dribblingでは，１回目から４回目までの

実験において，除々にタイムの短縮がみられ，低

学年ではその度合が大きく，高学年では小さかっ

た。

　このことから，１年生から３年生のdribblingは

不安定で変化しやすいが，４年生から６年生は，

小学校児童の到達し得るレベルに達しており，頭

打ちの状態と考えられる。練習効果の面では，１

年生から３年生までに明らかに効果があったと思

われる。４年生から６年生までは，頭打ちの状態

にありながらもタイムの短縮がみられたことは練

習による効果として評価されよう。

　3 . ball bouncingおよびdribblingのMotor

Patternの類型化

　本研究でのball bouncingおよびdribblingの動作

発達4よ，観察評価のためのカテゴリーよりそれぞ

れ５つの典型的なパターンに分けることができた。

これは，双方とも腕と手の動きや使い方を中心に

して分けたものである。つまり, ball bouncingで

はカテゴリーの1～5 , dribblingではカテゴリー

の１～６の条件に該当する。

　ball bouncingの動作発達の経過を考察すると，

パターンＩは，宮丸ら㈲の報告による幼稚園の年

長児（５歳児）のパターンと一致する。パターン

Ｈは，低学年児に多く出現し，ボールに対してパ

ターン１のように上体を前傾させる姿勢はみられ

ないが，逆に高い姿勢がみられる。そのため，手

のひらでボールをたたく動作になり，膝を屈伸さ

せ重心の低い姿勢をとらせることは低学年児にと

って難しく，中学年児でやっと膝を使うことがで

きるようになる?3）

　パターンⅡａ，ｂは，手のひらと前腕を使って

ボールをコントロールすることができるようにな

る。Ⅲａは肘が十分伸びておらず，手首を使って

ボールを下に押し出している。

　Ⅲｂは肘は伸びるが，ボールを押し出す瞬間手

首が固定され，ボールを一定にした場所に落とす

コントロールに欠けている。従って，この段階で

は，肘と手首の使い方が統合された状態に至って

いないと解釈できよう。

　パターンIVは，ボールのバウンドを手のひらで

吸収し，しかも指先でボールをコントロールして

ボールを押し出すようになる。しかし，上肢の動

きの軸が肩であるため，肘の上下運動が大きく，

手のひらでのボールコントロールの安定性にやや

欠けている状態と思われる。

　パターンｖａ,ｖbは，ほぼ４年生の頃から出現し，
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肘を軸にして前腕がよく伸展され，手のひらでボ

ールを押えることができるようになる。パターン

ｖａは，足を閉じていることから，膝の屈伸はわ

ずかにみられるだけである。これは女子に多く出

現した。

　パターンｖｂは，足を前後に開き，膝を柔らか

く屈伸させ，その上下動でリズムをとっている。

これは, Wickstromらの｢投げる動作の成熟した

パターンは，身体各部を経時的な時間のズレによ

って駆使する｣という運動様式の洗練されたパタ

ーンと共通する要因と考えられる。

　ball bouncingのパターンを全体的にみてみると，

特に，パターンＩでは上体を前傾させた低い姿勢

を，パターンⅡ，Ⅲでは中間姿勢または高い姿勢

を，パターンⅣ，Ｖでは上体を前傾させた高い姿

勢をとっている。すなわちball bouncingの上体の

使い方に，可逆現象があらわれている。ball boun-

cingにおいて,｢より多くボールをつく｣という指

示を与えた場合では，上体の前傾の参与の重要性

を認識させるものである。

　つぎに, dribblingの動作発達の経過は，パター

ン１ではボールが一定のコースから何度もはずれ，

ボールをつきながらの移動はほとんどできない状

態だと考えられる。

　パターンⅡは，ボールにどの程度の運動量を与

えればよいか予測できず，不安定な動作の特徴が

あらわれている。すなわち，この段階では身体の

移動とeye-hand cordinationのmatchingがスム

ーズに遂行されていないレベルであると考えられ

る。

　パターンⅢ｡は，走りながらボールコントロール

を行なうこと，すなわち, eye-hand cordination

およびbody controlを伴なった移動は困難であ

ると考えられる。

　パターンⅣは，走りながらボールコントロール

ができるようになるが，はずんだボールの動きを

予測することができないために，ボールをとらえ

る位置が高くなっている。

　パターンＶは，走りながらボールのバウンドを

手のひらで吸収し，ボールを確実にとらえ，体の

移動スピードに合わせてボール熹押し出すコント

ロールもできる。この段階は,｢神経一筋の協応性

の発達が次第に認められる｣ことに起因すると考

えられる。また，ボールと手との接触時間も長く

なり，熟練したドリフラーのdribblingにかなり

近いと考えられる。

　dribblingのパターンを全体的にみてみると，パ

ターンＩ，Ｕでは，ボールに運動量を与えられな

いため，上体が前倒している状態から，ボールを

たたいて力を与えることが可能になり，上体を伸

ばした動作に変わる。また，パターンｍおよびF,

Ｖは，走りながらボールをつくことができるよう

になり，ボールの動きを予測することもでき，バ

ウンドを手のひらで吸収することができるように

なる。

　４．類型化されたパターンの練習による変容

　実験群は統制群に比ベパターンの改善の割合が

大きく認められたのは，毎日15分間のボール操作

運動を２ヶ月間行なったトレーニング効果であっ

たと考えられる。しかし，１つ下の段階へ移行し

た者もみられたことから，パターンの分類や被検

者の最大能力の評価などが今後検討されなければ

ならないであろう。さらに，縦断的手法を用い，

同一被検者の経年的変化をみることによって調整

力系の臨界期(10)などをも明らかにしていく必要が

あろう。

　結　　　論

　本研究は，シネマトグラフィー法により, ball

bouncingとdribblingの動作のパフォーマンスの経

年的変化と動作様式の成熟過程を明らかにすると

ともに，意図的な練習を長期間にわたって行なっ

た場合の練習効果をみることであった。その結果，

以下のような結論が得られた。

　(1) ball bouncingおよびdribblingのパフォーマ

ンスは，ほぼ経年的な発達の傾向を示し，その運

動様式は本研究によって類型化されたそれぞれ５

つのパターンで説明された。また，これらのパタ

ーンの発達とパフォーマンスの向上は，互いに対

応していた。

　(2) ball bouncingおよびdribblingの動作は，双

方ともに幼児期の域を脱していないパターン１，

ボールをたたいて運動量を与えるパターンⅡ，ボ

ールを押し出すことのできるパターンⅢ，バウン
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ズを吸収し，正確なボールコントロールのできる

パターンⅣ・Ｖと変化していく発達過程が明らか

になった。 ball bouncing動作では，上体の使い方

に可逆現象がみられた。

　（3）1年生から６年生を通じてball bouncingお

よびdribblingの練習効果をみることができた。し

かし，４年生から６年生のball bouncingでは，動

作が単純であることや興味の持続などの面から，

練習期間が長期にわたるとその効果は顕著にあら

われない。 dribblingにおいては，４年生の頃に小

学生が到達しうるレベルに達する。

　（4）類型化されたパターンの練習による変容は，

実験群と統制群を比較すると，実験群の方に明ら

かに練習の効果がみられ，動作の洗練化および向

上が伺えた。
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